圧方 IH 炊飯ジャー保飄書 


持这修理 


取扱説明書、本体表示などのを意書きに従った使用状態で保記期間巧に故瞎した場合には、無料修理し)たします。製品と本書 
をご持参のうえ、お買い上げの販売店にお申しつけください。製品のある場所での出張修理や製品輸送の場合は、出張料や輸 
送料などの実費を申し受けます。 


型名 


NP - HP 10/ NP - HP 18 


’お名前 

n 

:ご住所〒 

1 



修理メモ 


《お黄い上げ曰《巧就3!を•住所 
_年月日 
保班期間 

お貢い上げ目よ。 

本体1年 


を刷1に記入のない場合は無効となりますので、おずご確認ください。 

1.ご転廣•ご贈皆歳などでお質し、上げの販売店に修理をご巧頼になれない場合は、巧社のお客なご相談お口にご連絡くだをい。 
吕.保部期間巧でち次の場合には有料修理になります。 

(イ) 使巧上の誤りや不当な修理•改造による故障および損 苗。 

(□) お罵い上げ後の輸送•お動•落下などによる故障および損傷。 

り、)义炎•地震•水害•落漂-その他の天が地裝、公寄•塩害•ガスき(刪ヒガスなど)、異巧谭 E •指をかの使用里源(里圧 • 周波 
数)などによる故障および損语。 

(二)一般家庭用し U か(たとえば業務用など)に使巧された塌合の巧 巧 および損馆。 

(ホ)单両•船瞄などに搭載をれた巧合の故拍および損海。 

C へ)本»のご巧巧びなし巧8合。 

(卜) 本 含に お貢い上げ年月曰•お 客樣る•お巧店る の記入のない 場合、 あるいは 字 巧を 書を かえ e れた 巧を。 

〔チ)消耗品などの交換。 

日.本雷は日本田巧においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan . 

4. 本書は盗難•乂がなどの不可お力がかで紛失された場合は泻荒巧いたしまはんので、大巧に保管しで < ださい。 

•お客樣にご記入いただいた記載巧容は > 保記期間巧のサービス活動およびその後の巧を点検活勒のために利巧さはていた 
だく場合びございますので、ご了承ください。 

♦この保記書は、本書に明示した期間•条件のをとにおいて無料修理をおおまするをのです。したがつて、このな証書によつ 
て保詔書を発行しているち(保証責巧者)およびそれむかの事業者に对するお客様のを律上の柜利を制限するをのではあ0 
ませんので、巧証期間経過後の修理などについてご不明の巧合は、お買い上げの販売店または巧巧のお客様ご相談窓口にお 
問い合わせくだをい。 


を卸7ホ-ピン株な含な 

干閒)巧。大阪市北区天满1了目20ま已号な (06)6356-2451 



圧力炊飯するため PSC マー クぶ頁 マ… ク取得_ 

© PSC マーク 

経済産業省がおめた r 消費生活用體晶 
安全法」の家庭巧の圧力なぺ及ぴ圧力 
がまの安を基準に適台していることを 
lOX しまざ。 


国 

製湿をを裕を 


S 芭マ—ク 

製品安を協会び定めた認定基準に合格 
したことをおし、巧一製爾の夕陷によ 
る人身事故び生じた場合、賠お措置が 
と5れまず。 


NP - HP 型◎⑤獲) 


か musHi 


圧力! H 炊飯ジャー 

准み皮養 @ 

型 NP - HP 10 型 口で巧巧 
SNP - HP 18 型 il 8 げィズ j 

取扱説明書•お料理ノート 

♦圧力 IH 欣飯ジヤーは内部ね请圧になるため 、 i 
巧り扱いを誤ると危巧でずので、この取扱！ 
説明*をお読みになり、正しくお使いくだ i 
をい。 



•このたびは、お買い上げし)ただき、まことにありびとう 
ございました。 

•お読みになつたあとは、大切に保管してくだをい。 

I 保話書つを j 


を< じ 

德い{心な透隶ス 

始上のご注恵 . 2 

各部のなまえと扱い方 . 6 

おいしく炊いて•おいしく保温 . 8 

時刻の食： b せ方 . 9 

報知音の穏類と切りかえ方 .. • • • • • 9 


使し巧 

ご飯の狭き方 

基本的な炊き方 . 10 

無洗米邏択 . 

いろいろなご飯を巧く . 14 

なめ高め ..16 

あつたか巧孤蘇 . 17 

タイマー予約巧飯 . 18 

お料理ノート 

お目ご飯た草がゆ . 20 

ちらしずし蕭叛 . 21 

がず，わ 

注3モ八す i 

お手入れ . 22 

部踊の交換•購入について . 吕已 


困ったと悉に 

故障かなと思ったとを 
こんな表示をしたとを 
アフタ—サ—ビス • 
お客様ご相談窓口 •••• 

仕樣 . 

保証奮 . 


26 

28 


•••29 
•■■30 
泉表紙 

































































ちを上のご注意 厳ずおすりくだをい _ 

ぉ使ぃになる人ゃ他の人への危害、財産の||害をま然に防11:ずるたゅ、ぉずぉ守。ぃただくことを説明してぃまず。 


囲誤った使い方をしたと制こ生じる危険や損害の程度を、次の区分で說明していまず。 

A 警告 死 t 皆重傷に結びつく恐れがおる内容です。 

, A 注意 輕傷または家屋•家財などの損害に結びつく恐れびある内容です。 




炊巧中に圧力がかかるため巧り扱いを誤ると危巧でず。 


圧力巧巧まえに、フックの獨固•フックの致す部•本がとかぶたの間•內ぷたパッキン- 
圧力調整装置•ま全弁•雑療フィルター•蒸気口の周囲に米粒や異物がないことをお語し、 
がぶたは r カチジ J と昔がずるまで確巽に聞める 

•ご飯粒や米粒などの異物げあるとがぶたび完全に 0 p :リクの嫩京^ 

りがぶたが開爪の額がぶき出挪れ 

麵の遙ホにがぶたを ii ける S 創ま、剛議觀口 
操作部の圧力表示が消まているのを 
確認してか5、外ぶたを開ける 



改造 I ましない。また、修理抜術者ながの 
人:ま分解したり修理をしない 

义災•感醒甘げの原因になります。修理はお買い 
上げの販売店または弊社のお客様ご相談窓□にご 
相談 <ださい。 




霧気□に手を触れない 

やけどをすることがあ0ます。 

糊こ乳幼風こはさわ S せなしがうごま意くださしん 


♦お賈い上ばの誤品と本まに記聲しをイラストは異なることがありまず。 


■お守りいただく内容を、次の医分で説明していま策 

0 してはいけない r 禁山内容です。 

〇 実行しなければな S ない「指示」巧容です。 


なめれたをで善这みプラグをおき黃ししない 

感更•けがをすることびあります。 




コードや差込みプラグが傷んでいたり、コンセントの證しをみがゆるいと逊ま使用しない 

巧電•シヨート • 発火の原因になりまず。 

コードを傷つけない 

無理に邮ブたり、引つ巧ったり、ねじったり、たばねたり、离湿挪こ近づけたり I 重いをのをのせた D 、 

巧み込んだり、加工したりするとコードび破巧し、义が•感電の原因になりまず。 


交流！ OQV ながでは使用しない 

义洪•お單の原因にな0まず。 

差这みプラグに蒸気巧当てない 

コンセントに差した差込みプラグに巧巧を当てるとシヨートや発火の原因になりまず。 
スライ樹テーブルでは差込みブラグに巧巧び当たらなし)位度でお使いください。 

差这みプラグはコンセントの巧までしっか D 違し込む 

感電•シヨート•発煙•発火の原因になりまず。 

定巧1已 A な上のコンセントを単独で使う 

化の器具と併巧ずると分おコンセント部び異常発熱して発义することびあります。 


コンセント I 



コードー 
差込みプラグ ー 


萬这みプラグの巧(プラグの能端)および究の根元に巧こり謝届している場食は、よくみく 

火災の原因にな0まず。 


〇 


異常•故磨時には直ちに使用を中止ずる 

そのまま使用ずると発煙•発乂 •感電•けびに至る 
恐れびあ D ます。 

俱常•放巧例> 

-差这みフラグ•コードび異常に熱くなる 
-コードに毎びつしすこり、触れると通里したり 
しなびつた D する 
-本体び変あしたり、異常に熱い 
• 本体から煙び出たり、焦ばくをいにおいびずる 
-本体の一び割れた0、ゆるみやびたごさびをる 
- 炊嚴中、底部のフアンび回っていない など 

このぶ弓な場食は、すぐに是及みプラグを抜いて、 
販巧店に必ず点が巧理巧巧親ずる 


r ' 

吸•排気口やずき間にピンや針盆 


およびを属物などの異物を入れない 

0 

感语や異常動イ乍してけがをすることが态ります。 


_ バ 


親 □- 


本体底部 


•排気口 


3 































巧を上のご注意 


が義 


A 警 


水につけたり、水をかけたりしない 
本体内部にを水を入れない 

、•こ ゾ シヨート•感呈の恐れがあります。 



モ供だけで使わせたり巧児の手の腫く 
とこるで使わない 

やけど•感垂•けびをずる恐れびお0まず。 


A 注 






使巧中や使巧直をは、高湿部に 
触れない 

またがぶたを開けるとを0瀑気、 
ご飯を感ぐずとをには手びなべ 
などに当た S なし、 

ょぅにを讓誤たセリ 

やけどの原因になります。なべなどの pS 

を届部 kJ 


水のかかるところや、火気の近くでは 
度巧しない 

感冤’漏蟹•を形の原聞になります。 

専巧なべは使用しない 

なべび過熱したり、異常動作の原因になりまず。 

壁やま具の近<で使わない 
キッチン用喊納棚などで使うときは、 
中に蒸気がこを S ないよラにずる 

蒸気または熱で壁や家買を傷め，をを•をおの原因に 
なります。 


本巧を持ち運ぶとまは、ブッシュボタンに 
触れない 

巧ぶたげ開いて、けげ‘やけどを 

することびあります。 7* ッシ：!ポタン 




不を定な巧所や规におい敦巧の上では 

使用しない 义獅原团こなります。 

アルミシート•電気力一ぺットの上で使用 
しなし> 

アルミ材び発熱し、発煙•発义の原因になりまず。 

石 i ま 強度び不足しているスライド式 テー ブル 
では使わない 

スライド式テーでレび破損して炊飯ジャーぴ落下し、 
けび•やけどの原因になりまず。 

荷重強度は、1 . OL タイフで1 5 kg な上、1.日しタイプで 
20 kg 换上のをのをお使い < ださし、。 


r 

お手入れは冷めてか每巧う 

コードを巻を取るときは差込みプラグを 


裔温部に幽れ、やけどの恐れげあります。 

持って巧ラ 

塞込みフラグび当たって、けびをすることぴあ日ます。 

〇 

善込みプラグを掠くと田ま、コードを 
持たずに愈ず先端の善込みプラグを 
持って引を抜< 

感電’ショートして発火することがあ0ます。 

む腺預ぺースターカーなどをお使いの方は、 

本製請のご箱用にあたって医師とよくご相談 
<だをい 

、 

本製馬の動作びぺースメーカーに影涅を与えることぴ 
あ0ます。 

/ 

ン 



C 使用瞬な州ま、善透み 

けがやけど•絶縁货化によ3 


逆みブラグをコンセントか5抜く 

による感電•漏電义巧の原因になりまず。 


4 


ノ 


なべのフジ巧巧戾は巧用によ。消耗しまず。 

•色むらびできたり、はがれることがありまずび、性能や衛生上のま障はありません。人体への影營(害) 
はな <败飯•保温をするラえで問題な < ご使用いただけます。 

•フッ素被膜のはがれび気になるときや、なべび変形したときは、購入できまず。一戸.25 


なべのフッ素被膜は傷がつくと、はがれる原因になりまずので、ていねいなお取り扱いを 
お巧いしまず。フッ素が膜を傷めないために巧のことをお守りくだをい。 

く準宿のとき> 

•米に混じっている異物(石など)を取り除いてからザを洗ラ 
•泡立て器などで巧米しない 
• 金属製のざるをあててな米しない 
• '快巧ジャーなかでは使わなし、 

<巧を上がったとき> ([ \ 

• なべで酢を混ばない(ずしめしなど） I パ*…一^ I 

• 金属製のおたまは使わない(おかゆなど） \M 

•たたいたりしない(よそうときなど） 

<お手入れのとを> V ^ 

•スフーンやを器類を入れない r 

• 調味料を使った場合は、ずぐになう 
•スポンジなどの柔5かいをので洗ラ 

•シンナー•ベンジン•みびを粉•たわし類（ナイ n ン•金属製など)•漂白剤などを使わない 



なべを傷めないために 


磁気に題いものを近づけない 

テレビうジオ•インターホン•無線儀•電話な。ま、雜音の入る 
恐れびあります。キヤジシュカード•自動改札巧定期券‘カセット 
テーフなどは、記憶び消える恐れびありまず。 

本が(特に霖気 □) には、ふきんなどをかけない 

本体や巧ぶたなどのをお•を色の原困になりまず。 

なべの3分の S (なべに表をしている MAX の線) 
な上に水を入れてか飯 、，…、 滿; 


しない 


MAX) 


MAX お 

' W 巧' I コ祂 f ょ，山跨: 

正 4- す W ) し戸/’、5 
お巧ゆ C イ - S だ 
1 C ； っ 5-| 一巧 


なべに傷をつけたりを形をせない 

うまく炊けない原因になります。 

本体庫巧やなべにご飯おや米粒などの異物が 
ついたまま使巧しない 

ラまく巧けない原因にな D ます。 

空だきをしない 

故巧の巧因にな0ます。 


水をかけた0水分を含んだものの上に置かない 

感電•故磨の原園になります。 

!H クッキングヒーターの上で使わない 

故障の原因になります。 

直射因光が当たる巧で使わない 

変色の恐れがおります。 

他の里気儀器に蒸気が当たる場所では 
使用しない 

巧気により、電気機器の乂淡•故障•変色•変あの原因に 
なります。 

瞄•排気口をふさぐよラな場所(紙•お- 
じゅうたん •ビニー ル袋 •アルミシートなどの上） 
で使巧しない 

巧巧の原因になります。 


お巧宫 


5 
























































を部のなまえと扱い方 


無飘口 . . 

•炊飯時に蒸気び出て高湿に 
なるのでを意して < ださい。 


蒸気□セット 


プッシュ飛タン^- 

州 r 妃綱けるとをに赃 
♦圧力式て禮歯度を上!: re 炊くため 
に開くまて吵かかるなが 
あります。 

•炊飯時(巧力びかかっているとき、 
ブッシュボタンを巧してをぶ全の 
たれ約•ぶたは開きませんび故障 
ではありません0 


操作部 

巧ぶたとつ手一 

(左ち2力所） 

巧ぶたセツトを持ち 
遠ぶときに使う 

圧力調整装置一 I 

炊飯時に圧力の黄整を 

各ラ 

•分解しなしでくだだい。 

お手入れ方組ま 
一 R 2 呂 


6 M 3 t 


八ンドル 

持ち運びのとさに使ラ 

差这みプラグ 


コード 


体体底部） 


排気口」 

(本が裏側） 




雑穀フィルター 

異物び詰まるのを防ぎます。 

•お手入れを、おず巧ぶたセットに 
巧りつけてくださしい P .22 


出しち 

差込みフラグを持って引く 
(ホマークな上引を出さなし、） 

しまし >巧 

差込みフラグを持って、吕〜 3 cm 弓いて 
戻すと自動的に卷ぎ込む 


フイ J レターぺ- 


1 


巧ぶた 
パツキン 


安全弁-1 I 

圧力調裝装置び目詰まり 
したり、故障などの場合に 
異常な圧力を抜 < などの 
齡儀構 

•分解しないでくださし、 
お手入侦泣ま 
一 P .22 



CM 9 


巧ぶたセット止め具 

巧ぶたセットの巧りはずし•取りつけのときに 巧う 
、♦お手入れを、巧ぶたセットを必ず取 D つけます。 
、一 P .24 

——ふたセンサー 
4 —放热板 
令 ——かぶたパッキン 
r —巧気口 
--なべ 

I 

-しゃもじ受け敢りつけ部 伍ち 2 ヶ巧) 

しゃもじ熟すのつけ方 

• 2力所のツメを本体に茵めに巧しつけなが5 
(①)、脚をしゃもじ受け取りつけ部の巧に 
塞し込む(風 


しゃをじ受けのはずし方 

• しゃもじ賣ホをひねり I 
なげらはずず L 


サイドおンヴ • 

(本体巧側） 




しやをじ受け⑤ 
取りつけ部: 


ジメ 




巧が曲 


I キーは確案に巧してください。 

I 巧知音の変化や、 r 巧飯/毎加熱」キー、 r とりけし」キー中央の(•、一）は、目の不目由なちへ配慮したものでず。 


I表/テ鄕 

(ずべてを表していまずび、お使いになる中で 
このぶラな表示はしません。） 

液晶部を巧などでこすると黒し«3化る場合び 
ありまずげ故障ではありません。(静 m による 
現象であり、しばらくすると、をとに房ります。） 


r とりけし」キー- 

操イ乍設足の取0消しや 
作動中のな能を中止 
するときに使う 



と0けし 


r メニュー J キーー 

メニューを透ぶときに使ラ 
一 P .11 

r 巧温還択 J キ- 

r 姪め巧温 J や r 高め巧亂を 

爱ぶと动こ巧う 一 P .16 


r 無洗米 J キ… 

巧洗米を炊くときに 
使ラ - P .1 KP .12 


rmi キー 

食べたい時刻に自動的に 
炊を上げるタイマーず約炊飯の 
ときに使う 

一戸.旧 


だュ- 


保刪 


口純 が;ぉぉ a ぉと巾なミこみ 
同ふっうイつが則® グ ~ N 

腸 tn さ 

白米る法巧巧の 呂願分 ► 巧8 ホ f W » 


I 巧活に巧め Is め 


圧力表术一 ' 

圧力びかかっているとをに 
表ホする 




r 炊飯/再加熱 J キ™ 

巧飯や再加熱をずるとをに使う 


r 瞬刻をねせ J キー 

ず約時刻や現在時刻を合わせる 
ときに使ラ 
一 P .9、 P .18 


付ち品 
































































おいしぐ巧いて•おいし < 保温 


おいしく巧く 


雜米を正しく計る 

おず付属の許量カッフずりき0で it ります。計量米びつや市販のカ ッフ (2 日 OmL ) では、差び出まず。 


馨手早く洗弓 I 米を手早く燃う」反めに水をををるボウルを翩 Bt してくだをし、。 

① すずぐ‘ • •最初はたっぷりの水で大きく呂〜3回かき湿ぜ(約10秘 
な喊、浙ますぐに捨てるた回繰り返ず） 

纖う ■•…手の指を立て、米を30回(約1日砂)かき滋ぜるように 
して洗い、その後たっぷりの水で大きくかを混せ、 

水はずぐに捨てる 

これを1セツトとして吕〜4セツト繰り返す 
•最後にたっぷりの氷で手早く呂回すすぐ 


感ずずぐ 

(①〜感を1〇^が^巧で巧克るょぅにずる） 



•疋し<水加減をずる 

/ 山 / ahnniif ■■ 1 ""、" 


米の種巧 







•政獻 

化ぶ 





約□巧 

\ 

か位目盛どお0 = 

]< 化目盛より 
みなめ 

水位目盛より 
かしをめ J 


参アルカリ腹の強い水を使わない 

アルカ U 度の弱した K (pH 9じ(下)を使用してくださし、。 
き変したり、ぺたついたご飯になります。 


•巧を上がつたもずぐにほぐず 

を分な水分び逃げて、ぶつくらおいしくなります。 


を樂•巧が米とも3カジブのとを 


MAX 

おかゆ 
1.5 

• —一 

Q 5 J 


就白總 


5 

3 

1 

Q 5 


4 

ま 

，で 


米 

二5空 

炊 

■ f 水位目盛の 
—3 お—ィ白ホ「3」まで 
か がを入れる 


I 上の水位目盛は 1.0 L ヴイス 


おいしく巧洁 


•なべの中でご飯を保荐ずる場苗ま、愈ず保湿機能を使う 

•差化みプラグを抜しすこが態、または、保温を取り消したが態で保温機能を使わずになべの中で 
ご飯を保存ずるといやなにおいの原因になりまず。 

巧ご飯の乾燥•いやなにおい•変色を防ぐをめにこのような保温はしない 

•ご飯のつぎたし 
•冷めたご飯からの保温 

• 炊をこみ•おこわなどの具や調昧料を加えて炊いたご飯 
• コ□ツケ•みそ汁などご飯むみのをの 
• 24時聞 ( r 高め保温」では12時間)な上 
•しやちじを入れたまま 


なぺ中夹に盛る 



•少量のご厳は、なべ中突に盛る 


— 度切 D かえると试10かえた報知音は差么みフラグを抜いてを記憶されます。 


①メロデイ-舞知 

踐潮リ別が 
ちつた了 


感ヴイレント報ち] 

r ピ ー J が回が 
鳴った了 


⑤ブヴー麵 
「ピ ー jx 3 回が 
馆つた5設定寅了 


巧巧音を次の中か6爱ぶことびでをまず。 


柳娩巧と臟 

タロディー 

ブザー資规 サイレント巧巧 


この巧おの H 単の巧巧ち‘ 

がティー巧巧を i 糊したいとおこ。 

噴るタイ云ング |‘|、、-〜、 

王巧んけ J お1よ、しム股ム L 

ブヴーを1ぶえをいとをに。； 

い、《与® 


巧苗 i 巧規巧ずるとホ 

を5をら星 

「ピッ」 

タイマーモ巧操作が発了したとき 

を5をら屋 

「ピッ J 

が S •風！麻说了したとき 

アマ UU ス 

r ビ ー JX 5 回 抵りません 


7 なべを入れ、塵をみプラグを塵し茲む 

2 けお)を 3 秒な上禅ず 

3切りかえたい報知の設定完了音が 
鳴った 6 切りかえ荒了 

^00)0 りかねりと設 mr 當•報知は r 予約」年一を3; 


• 再加熱開始時のメ □ディー音は切りかえる 
ことびでをません。 

• 炊飯中•保温中•タイマー予約恢飯中は 
切0かえることがでをません。 

• 操作げラまくでをないとさは再度 f から 
や0直して< ださい。 


報知は r 予約」キーを3砂な上巧すごとに①-⑤-►⑥と切りかわります: 


時計は24時間表示です。室温などにより多み誤善を生じることがあります。 
時刻がずれているとをは、次の手順で合わせて < ださい。 

•時刻がずれていると、ず約した時間に炊を上がりません。 

•炊飯•巧加熱•低め保湿•高め保温•タイマー予約炊飯中は時刻合わせでをません。 


巧：破劇が巧。1で、觀が14恐居班をを 

f なべを入れ、差込みプラグを藍し込む 

2 「時刻合わせ J キーの ® または®を押し、 
表示を現在時刻にをわせる 

時刻表おび点滅ずる 

rr ) キー：1分を位で進む ♦押し続けると 10 分単位で 

〇)キ-: 1 分単化で房る 早を0がでさます。 


3庶兢が点むにかわると時刻をわせ完了 

現在時刻に合わせたあと、3秒たつと点滅び点のにかわります。 


時菊合わは中 


陽心5も 

下 



鱗含ねせ亮了時 


証-階 S I 


み 


の種類と切りかえ方 


ねせ方 


切〇かえ塞 


免の曼タイミング 


































































ご飯の巧ま方 



巧洗米のひとなひと巧び水に 
なじむよラに2〜3回やをし< 
かきおせてか S 、 水加減をずる 

水位目盛は、白米の場合と同じです。 

•お洗米は、巧米製法などにより米の 
表面にデンブン資がを < 残っている 
巧合があ0ます。米のデンフン質で、 
ホ：が白くにごっていると焦げ- 
みをこぼれ •巧を上がりび悪 < なる 
原因にな0まず。白くにごるとまは、 
1〜2度水を入れかえてすずぎます。 


米の斑いち 一 Rsr おいしくなく/手早く巧う」参照 


平 6 な台の上で、敕をたいゾニューの目盛に合わせて 
水を入れてください。一 P . 14 
米撮平 S にならしまず。 

?ぉの量は、米のカツ：:にをわせてくださし、 


パツキン 


を圏の各部にご飯粒などの異物が村着していると 
贵まお手入れをしてくだをい。一 P .22 


♦ ご臟や M など®^がちるとか盛度が魅に 
閉まるず、巧蟹中にが巧をと本巧の聞か邑蒸氣が 


米の計壓は、付属の計量カツフを巧い、 
ずりを0で計りまず。 


な的な巧を巧 


参エなお巧時の巧巧メニュ H がエコ巧筋に苗鹿されています。 

♦巧めてお巧いになるとをは、なべ•巧ぶたセット•巧巧□セット•巧 H 品を巧って 
<ださい。一 P ぶ呂 


4 なべを本術こ入れで、的ぷたセツトと瞧□せ•ツトを巧 D ごけ、 
がぶた寒窺め、憩茲みプラグを養しをむ 

なべ妍彌‘本体麗的風水汾や翼觸を瑜或瑕。、なべを本体に入巧まず。 

• 雜穀フィルタ--を必ず巧凉たセツトに巧。つけてくだをぃ。 

•圧力ま®炊霞のをめ八■ツキン巧密題まが富 <、がぶをを留めるとをにかをいこと拭お日まず。 

巧ぶをは r カチジ J と青がするまでゆつくりと m に閉めてくださし、 



キーを巧すごとに、表を部の W 」 が幕動します。 


♦ =4^を巧し巧けると、早をりがでをまず。 
r エコな度 j に戻ると止まりまず。 


巧巧/巧加熱ランフび点のし、奴が開始のメロディー 
(ブヴ ー) び嘛〇まず。 

表を部に炊を上び0までの目やす跨間(分)を表をします。 

•ご巧おや米粒などの異ながあるとがぶたが巧をに巧ま5ず、巧巧中 
にかぶたと本巧の巧か5巧ちびもれたり、外ぶたが！巧いて巧客物が 
戊をおず巧れがありまず。 

•が忌ランプが•消えているか巧誌して r 巧巧/再加斯キーを巧してく 
だをレん 

採湿ランプがな巧していると巧！加觀に入りまず。一 R17 
•巧巧中に瑪巧時効を巧0たいとさは r 時巧合わせ」キーの®または 
( A ) を巧してくださレん巧巧のリチウム g 巧び切れて、現を赋 j を合わ 
せてレぶし、とまは、現を時効は表示されません。 


ぁド^なをな感)! 

J U を米 m . / 

匡盈巧巧。米 


7 炊を上がりのゾ□デイ-(ブザ~)が煩り、保温に切りかねつた S 
i ずぐにご飯をほぐず 


蒸巧が出なし1ことや區盈巧^が消をでし\ることを 
巧なしてか 5 がぶたを 開けて < だをい。 

巧き上びると自動的に撒識こ移り、髓め播窺ラシプが捕なし、 

1辟因うホ)単位で保驢鶴 WP 荀を表示し或ず。 

ずぐにほぐして象がな求巧を迹がずことで、ご叛のかをまり • 
ベたつををおさえまず。 

♦ ご旗を揉く•ずとをは*やけどにがを注意して括つてくだを化 
を取り網して、茵巧«にずるとの hJ の»に属むまず。 

♦该は他定«©しかたに巧 0かまるでとがで^ます。 


I な^^時閨を表お 


巧きこみ 

おかゆ 
をホ 
雜穀米 


i 保湿 If . 巧め〇 ■め 




エコ巧 巧 47 
白 I ぶつう i i I 
みしゃ油 H ! 
熟 巧僻 寺 i 
白米 まむし 



























































ご ii の巧を方が審 



巧を上が0までの時囲の目やず•任力をかけているゾニュー 


類期繼炼と。。 L を巧レ、差送みプ是ジをおく 


巧気が出ないことや旺方!のを 肃 b ! 遇えてし、ることを清譲してか 5 かぶたを巧けてください。 

•蚊飯途中でがぶたを開けたり、败飯を止める場合、「とりはし」キーを1砂弘上押します。 

慈気□から燕気が势いよく出ますのでを意して<ださい。 

♦ B ] の表示が消えたあとでを、プッシュボタンが重く感じた5無理にかぶたを開けず、 
冷ましてから開けてください。内容物がふを出して、やけどの恐れびありまず。 
•圧力をかけているメニューでは、炊級開始から約10分で圧力びかかります。 

圧力がかかり始めてか6保温になるまでは、ま全のため、かぶたを謂けないでくださし)。 


•欣飯のが態により、炊き上びったご巧の庭面びうすく焦げることびありまず 
•ホをつつみこんで炊くために、ご飯の中央部びややくぼむことびあります。 
•連続して炊く場をや保温をやめてすぐ炊く場合は己0分が上冷ましてくだをい。 
本体やかぶたの温度が离いとうまく巧けません。 



0 0 V •室巧20で•水湿1目でのお合。 

•時聞は炊飯をはじめてから保巧になるまでの時悔です。また里な•室温•季節•水加涼などによりかわります。 
•巧きこみは、米に語は料をしっかり含ませおいしく炊き上げるため、がき上びりまでの時間び長くかかります。 

(す熱の時商がが)30分かか0まず。） 

お発芽玄おは、白米の r ふつう J メニューでのいてくださし、。 
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13 






























































































































ご ii のがを方 


が義 


いろいろなご巧を巧く 


: S 譜 t 溫ま品踞溫禦譜鶴觀 


.一 J キーに設定されているメニューです。 


エコ細 


白米/無洗米 


エ]炊飯 


棚目 a 


エコ炊飯 


白米るつラ 


白米/無洗米 


白米ふつ5 


白米しをつまり 


醜巧を 
白が急速 


巧をこみ 


すしめ k 


巧こね 


白米/無な米 


白米/無洗米 


白米/無洗米 



白米/無洗米 


白米/お洗米 


をち米•白ホ/無を米 


白米/無洗米 


雑穀米•白米/巧洗米 


欄にあるメニューで炊飯でをまず。 


そ 


魏ぜご巧 


^ 7 S 9 bIBS 8 I.& 1 jC. 


巧ヴホホ （3 巧づき） 


白米•押し麦 


胚芽精米 


凳芽玄米•白米/無洗米 


3分づを米 
己分 *7 分づを米 


白米しやつをり 


熟成炊き 


白米急速 


炊きこみ 


すしめし/おこね 


ずしめし/おこね 


おびゆ 


雑较米 


白米ふつラ 


白米&つラ 


白米みつラ 


白米ふつラ 


すしめし 


おこね 


(をち策と白米を截なおは少しが)) 


おかゆ 





水の目巧 


でザ 

(玄米の水位目盛より少し少なめ) 

。ザ 

(白米の水位目盛よりみし多め） 


14 


がづさ我巧巧‘7巧づホ》 



ご淀がかたく感じるときは、次のようにずると 
やわ5ぎまず。 

♦炊き上びつてほぐしてから t しばらく置く 
•あ6かじめ米を浸してから炊飯する 


3豐を轉 f 1 1.0 し巧カップ） j 1.8 L (4 カップ） 

SIS .- 王=«激 I3ewh 18 盈 Wh 
酒 -1-1- 

賺 [白米ぶつぅ 208Wh 279Wh 

省エネ法：特お機器 r 逗気ジサー炊飯器」の測定旋による数値 


x=ms 138Wh 


ミ呂呂巧か) 


醒(カツ :: TO 


アドバイス 


■ 


1.0し0.己〜己.5 
1.8L：1-10 

1.0L：0.5~5.5 

1.8L：1-10 

1.0L~:0.5 こ已万 
1.81:1-10 
1.0L:0 .己〜己.己 
1化；1〜10 


1.0L:0 ぶ〜5石 
1化：1〜10 


消費電力是をおをえてご飯を欢を上げます。みしかために巧を上びりまず。 


この製品の標準(ふつラ)のかたさに炊を上げます。 


粘り少なめでし やつ きりとした ご 旗に欲さ上げます。 


じつ<0と時間をかけて米の鲁みをひさだずメニューでず。 


白米を早く嫉きたいときに達びます。かしかために炊き上がります。 


1.0L:0 万， 


.8 L ：2~8 


臭は米の質室僅さ)の30〜已0%び適量です。 

見まルさめに切0、米の上にのせて米と混ぜずに炊きます。 

調味料はだし汁やがなどで薄めて米に加え、フ乂加巧したあと、なぺの底からよ<?卷ぜます, 
寿めなかつたり、よくおばないと焦げびきつくなつたり、うまく炊けないことぴありまず: 


1.0レ0.5〜5 5 



! •ちは7火加巧をしたあと、米の上にのせます。 

I •黄は料はだし汁やがなどで巧めて米に加え、か加巧したあと、なべの底か S よく混ぜます: 




1.0じ0方〜 1.5 


^2 * \ 巧 g 。 Q 

WixvnJmoff .mfcm \ 


LDL:1 〜 4 


1 化を^ 


1.0L:0 石〜 4 
1 ぶむを-泛 


異はホの質量笛さ)の吕〇〜50%び適 S でず。 

見まかさめに切り、ホの上にのせておと混だずに巧きます。 

煮えにくし展は、ややかなめにしてください。 

靑巧頃は、ち S かじめゆでるなどし、化ず巧を上がごてか S 加えまず。 
玄米•分づき米は炊けません。 


白米を混ぜて巧旗すると、ふきこぼれたり、うまく炊けないことびありますので 
おずすめでさません。 


雑穀を混ぜる割货ま、巧巧量の10%む下にします。 
雑穀の種巧や配合によってかたさび異な0まず。 



巧 KS ■(カツフ致） 


アドパイス 


1,0 L: 0.5 〜 5.5 
1.8L :1 〜10 


押し麦を混ぜる割合は、炊飯量の20%政下にします。 

側）1カジブ巧巧の場合…芭米:〇.白カジブ/巧し a:o.s カップ 


I.OUO.S 〜 5.5 

T 孤巧冷 10 


な米は胚芽び取れないよう、優しく手早く洗います。（野芽は取れやすいため） 


1.0L:0.5 〜4 


1.8L:2 ‘ 


1.0L: 卜4 
1.BL: 呂〜8 

1-0 し：'!〜4 

1.8 L ぶ〜扫 


タイマーず約炊飯および30分む上浸しての欢飯はしなし)でください。 

発を玄米の種親こよっては、面きこぼれたり、うまく炊けなしにとがあります。 

発芽をホ機を使用して作った発芽玄米をお使いになる場合の炊をちは、発芽玄米後を販売している 
メーカーに直接問い合わせてください。 


館柄や精米度によっては、みきこぼれたり、うまく炊けなし'嘴合びありまず。 
-水加巧をして < ださい。 


1 已 















































































































































賴麵申に r 綴麵»11字一巷禪ずを、 
r 観叛傑湿 j 轉 r 轟抵樣愚!が溺りかえ毎れ荣ず。 

«次の場食、 r 保温劃キーを巧しても r 低め保還_!は遇べ 
ません。プザーが腐り、自画的に楠め保温 J になりまず。 

• r 炊きこ如‘「おか汹 • r 玄米!‘ r 雑穀米」のメニューで炊飯した場合 

• 保温開始から12時間経過してし)る場合 

•保遍のとりけしや停叢などで、なぺ①遍度び低< なっている場合 

•工場出荷時は!■ほめ保温 J に設定をれていまず， 


•お手入れ不足、季節やを巧境によるき温、巧ぶたの関閉、米の種な、巧米方法などにより、 
雜菌が黨殖しやすくなり、いやなにおしリザ発生ずる巧をげありまず。 

においが巧になる巧合は、 P . さ sr 內側のお手入れ J を巧ったあと、!■茵め保湿 J 巧お巧し、 
いたた乂と効果的でず。 


巧め臟 


保湿中(僚め保温•离め保澈に使用しまず， 

• 保溫中のご飯を加熱し、よりあたたか <でをまず。 

樹こ按め保温中はがし低めの湿度になつていまずので 
再如巧を和用すると彥べごろの湿度になりまず。 


巧活中の巧巧をほぐし*平3にな3ず 

♦^!153!1%化くなったり親備おこ幼质りまず0>»巧まぐしてく粉1、 
♦み置のご飯を馬加就するとき[ん茶が ul 巧縱旧赠当たり大さじ1の 
。な成してよくほぐし、なべ中舟；:盛ると迸 g 魄激がやわ5萊まず。 
•ご飯を[まくマと掛ん倒すど f こ十が姓ちして巧ってくださし、 



低め f 呆温高めほ通 


あつたか再加讓 




么感&押ず 


nan 货 


時巧め固やす 

iilSil 


I '備ランフ煩めまたは 
低めめ搞巧してしぶこ 
とを確認して<ださ U 


再加み開始時 
メロデイーび 
鳴ります。 


:毎 iSip 巧めけめ胸; ♦ 




勘口み後了をにメ □デイー 
(ブヴ ー) び»り島め觸ラ 
ンフび点!打しまず。 


卿0ほめなめ II 


お6分〜8分 


約日分〜日分 


♦巧湿ランプ肩め•巧め)が魚なしていないとをに r 燃技/再加熟 J キーを巧すとを唐を巧いまず。 

@ず巧湿ランフ偏め•低め)が点巧してしぶことを確認してかち、 r 巧旗/^が觀キーを巧してください: 


消寶里力がかなく、省エネルギー 
がし抵めの湿度で保還ずることにより、ご飯の劣化 
常巧•鲍)げかない 


片^白みつぅ1 


賜 

ュづ％ d 


m 

>*< ，反なき 


を 

細巧)自米 •* 


雜麵 


IMDii 


> 24時間な上保温しないでください。 

I 巧ず上びりから24時間精巧ずると、自動的に怕め保温 J に切りかわりまず, 



f 栽知岛想1低め保温」と r 高め概瓦!は、-"度選んで保湿ずると、次に選び直して保温するまで記憶されまず。 

^ .. 自動的に r 高め保温」に接った攝合は、記憶されません。 

み保温中に現在時刻を知りたいと苗ホ、 r 時刻合わせ」キーの®または®)を押してください。 
もう一鹿 r 時刻昔わせ j キーを押ずと、保温経過時間に戻りまず。保温経過時間の表示に戻さない 
墙をは、次に炊飯してち表おしません。切りかえは、保温中しかでさません。 

♦なべの中でご飯を保をする場合は、必ず保溫機能をお使いください。 


お1逢 •少し高めの温度で保温ずることにより、ご放のにおい 
の発生をおさえる 


1 r おこれ! - r 黄登を米 J • r 分づき米 (3 分づを巧分づき‘7分づき) J ホ 
保温ずる巧をは r 商め保温 J にしてくだをい。 

(いやなにおいの発生をおを充まず。） 

’ r 商め保温 J で保湿した巧食でお、長時間 （1 呂時固な上)保温ずると、 
ご巧の発化によるにおいが発生ずることがありまず。 

’巧め保通 J を^ずると、活度巧整のためのフアンび回転します。 


啓 S 

、田々さ 


© 


さ米的 



房 


m 


3 


ごぶ庵ほぐず 


唯のご飯が少しかたくなることびありまず巧で、ご飯を体をよく属ぐし、平 S にしまず e 
>ご巧をほぐずときは、やけどに十が逆島して巧つてください。 


再加巧を中止して巧日消しげなにしたいとき 


• r とりけし」キーを押す 


再如なを中止して巧通に戻したいとを 


r 保温選択 j キーを巧ず 


なのちをは泻前がしないでくだをい 


• 白米拟かのとを(お焦げや変色の原因） 

• 再加熱の繰り返し(お焦げや乾燥の原因） 

•ご飯の量が、1 .0 L サイズで白米の水位目盛3な上、1 .8 L ヴイプで 
白米の水位目盛 6 L 分上あるとを(十分あたたまらない） 

. ご飯げ冷たいとき、またはなベの温度が低いとき 
(お焦げやにおいの原因、またはご飯びひたくなる原因） 


再め備 


ほめ巧這ランプ 


r な湿キー 




S 
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タイマ-予約巧旗 


♦タイマー予約のまえに、現在時到を合わせてください。 

一 P .9 



嫁韻巧加熱ランフげ磯なし、奴を上げたい時刻と予約ランフが点灯 
メロデイー(プヴ ー) が鳴りまず。 


を巧しで、 r 巧釣り读をは巧釣 2 j ) 


r 予約。 に醜されてし)る時刻表示•麵/再加熱ランフび 


•をう一•度巧ずと r 予錠を!に設定されてし)る時刻を表をしまず。 


’食べたい時刻に直動的にご飯を炊き上げまず。呂つの予約時刻を r 巧技りと円巧 S 2 j で記憤しまず。 
’工場出荷時は r を巧 1 j はを〇扫、 r ず巧 2 J は 18 : 0 日に設定されていまず。 


モ約時刻を設定ずる 


こタイマーず釣炊飯のおずずめ瞬聞) 


乂一 

二:! 一 

普通の米 

無洗米 


1.0 L サイズ 

1 .召しサイズ 

1 .日しサイズ 

1 . 呂しサイズ 

エコが飯 

1時間10分〜13時間まで 

1時間9日分〜13時間まで 

1時間の分〜 1 吕時間まで 

1時間2日分〜13時間まで 

C±J 半 

巧が 

1時間已分〜13時間まで 

1時間巳分〜13時間まで 

に3 ホ 

しやつをり 

1時間〜13時間まで 

1時間〜13特間まで 

熟成巧を 

1時間吕日分〜13時間まで 

1時間吕〇分〜1吕時間まで 

ずしめし 

1時間1〇分〜13時間まで 

1時間1日分〜13時間まで 

おかゆ 

1時間吕〇巧〜13時間まで 

1時間2日分〜13時間まで 

玄米 

1時間30か〜13時間まで 

— 


■■む • 「おこわ」の具や巧は巧を加えたが巧でのタイマ-モ巧が巧はしないでください。真が腐敗したり、 
■ " ■ 旧ほ巧び沈のしでうまく巧けないことびちりまず。 

♦タイマ…予約炊飯を取り消ずときは、「とりけし」キ…を押してください。 

♦ホ約中に現な時刻巧知りたいときは、 r 時刻合わせ」キーのまたは®を巧してくだ立い。 
♦タイマー^炊飯りときは、かしやねらかめに炊き上びりまず。 

♦タイマー败 gg のとをは、炊き上がりまでの残り時間を表をしません。 

♦おずずめ時間未満で設定ずると、ブヴーが鳴 0 、すぐに败®をはじめまず。 

♦夏場など室漏び高いときは、米の邊しずざによる离敗を防ぐため、なるべく 13 時間拟巧(無嫌米は 
8 時間が巧)で設定してください。 

♦発まを米のタイマー予約炊飯はしないでください。発芽玄米は水分を吸吸しやずいため、ラまく炊け 
なし)場含びあ 0 まず。 

♦虽忌また I わ杉献唯し化きや電圧•水加減などにより、炊き上びり時刻に炊き上が 5 なし膺合びあります。 
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青菜療(春巧セ；草*、なければその他の野菜祭）••…’75径 


L /— M こ記載している1» 


米の計雲は付属の計量カップで巧って < ださい。 
大さじレ1己 mL •ルさじ1=已 mL 


ち目ご巧 




柳【4〜5人巧） 

米… . •一…‘ . . . .. . .•••••かつシゾ 

H もお巧ぃぃ —•••• - . - .* ••，ぃ ••••50 g 

细态ば‘■.………’ .…一.、城 

!しんしん ... •..•..•.，♦♦.け..、.,:...♦，ぃ. . •，.... 吕5宫 

こん I しやぐ . ...心:， . ぃ.".:、^; . 35 g 

ごぼ5.•邸 •; •刊^^;"•:•明苗马的斟•马马明‘;"';^………35昼 

干ししし)たけ■(をどず） . 2〜迂な 

灘口しょう银•をりん . 咨大さじい/2 

A お..….…….…....………...………...…’かを。’店 
だしの轰•’ ，.かさじ'*/呂 

平ししいたけのおどし计•をっ I ま . 適島 

作りち 

1化端に切った鶏肉と、一庭熱場[ご！して畑なき)かさめの 
たんどくに切った細あばを A に己分間つけておさます。 

呂にんじん•こんにや。がせめのたんざくに切り、こんにやくは 
熱還に通してだるにをげておをまず。ごぼラはささびさにし、 
水にさらしてアクを巧き、ざるにあげておきます。 

干ししいたけは巧切りにします。 

日干ししし'!たけのもどし汁に1のっけ汁を加え、を巧をよく 
淀ぜておをまず。 


タニユー =瞧をこみ I «通びまず。 


4 ホは洗し巧を加え、 HES のザに目盛3まで水をたして、 
なべの直か6よ<巧だまず。 

51と2の具を4のホの上に平幻このせまず。 

のはた頁はホと混せないでください。またおや具の呈ぴ 
をいとラま < でさません。 

6 C タニ进■与キー巧巧して 欣きこみ 巧涅び、統いて 
I : 汤 S / 逊 1' ; 斗一を巧します。 

7 保通になれば、混だてほぐします。 

8器に盛り、みつばを添えます。 


た巧がゆ 




タニュ ー ；I 巧かみ] « s びミす。 


①おかゆを炊 < 場合は必ず ro * ゆ 1 メニューを遠ぶ 
⑤「博がゆ」などの青菜を入打るおかゆを作る場合 I ん 
靑薬はあ！ 5 かじめゆでておを、おかめび炊を上びつてから 
加える 

が脚、と、ぶを口訊や■およ巧 
まま# ( D 目なまりの面因になりをなでず。 


作り方 

1 雷莱類は洗って熱漏でゆで、水にとって冷まし、水けを 
絞ってか口切りにしておきます。 

这おは洗い、 巧視网 の水位目譜1まで水を入れます。 

3 けニユ I キーを押して 嚴が兩 を還ぴ、続いて 
dj / iaii ) キーを押しまず。 

4瓶晶になればがぶたを開け、1と塩を加えて輕< 混ぜます。 
または、器に盛り、1を上にのせます。 


装春霞 t 草:セ U •ナスナ‘ゴ单ヨウ ‘ J 、 コペラ 
ホ h ケノヴ•スズナ《カブ)- 
ススシロげイコン诚7這 


SO 


•エネルギ ー (kc 百 I) についで…人な•倡教に箱げある場合は多い度うの人数•個数で g 出していまず。 

例 "4 〜氏んを煩とま揉、 r 夏人掛としで1ふ分猫 T 菊レギーを篇出 




あずき.， 


白米•玄米-ち貧を米 イ白米用 j の計量カツフで。カツフ=1 80 m 。 
無統米- 4 無 洗米き用」の計量カップで （1 カツフ 




をずまはゆでて、あずきと煮汁に分け、常温にをましたをの 
をお使いください。 

ゆでな W でみくと、友ずをの■が增え、圧力 isi ^ ■および 
巧全弁が目留ま口ずるなど、やけどの巧れびちりまず。 

煮汁は水加泳り瞬こ、水の代わ D に加えてください。 


3巧温になれば、めれぶまんて•ふいたずし桶にご飯を移し、 
ずぐに合わせがをみ D こみ、時々大を < 混ぜてあおぐなどして 
おましまず。 

4にんじんはみじん切0、ごぼラはささび巧、たけのこはかさな 
たんざく切！：)、生ししすこけはせん切りにし、ちくわはたて2つに 
割日、ル□切りにしまず。 A で汁けびなくなるまで煮まず。 

垃ま混ぜ合わせて巧規きにしでがく切り、鋪糸卵を作りまず。 

呂3のずしめしに4の具を混せこみ、鼓をに巧糸卵、酢レン〕ンを 
巧らして、えび、いか、さやえんどうを饰り、なしようびを添え 
ます。 


作り方 _ 

1ホは洗い、 BIEIB の水位目盛3まで水を入れぎず。 
2 網ュ ー) キーを巧して 巧てみし/おこわ階 ち口まず。 
iWW ’ キー巧押しまず。 


作り方 

1米はおい、ざるにあげて30分臥上水切りします。 

2あずさはをって別のなべに入れ、吕カッフのかを入れ、化に 
かけて約吕か間沸とうさせ、ゆでこぼします。再び3カップ 
の水を入れ、豆の腹げ割れずに指で巧ずとつぶれる程度 
まで、約吕〇分ぐらいゆでて、あずきと煮汁を分けます。 

31をなべに入れ、呂①煮汁を加えて IMSI の水位目盛3まで 
水をたしてなべのなか S よく巧ぜ、呂のあずをを米の上に平ら 
にのせまず。 


4 f メ:二:!一) キーを巧して I ずしめし/おこね i を選び、続し)て 
(|巧偶源！)キーを押します。 

5保温にな机ず、混ぜてなぐします。器に盛日、お好みで 
ごま塩を盛りかけてください。 

• をち米にうるち米を混ぜて炊く場昔は、水加減を水位目盛 
ぶ0かしをめにして<ださい。 


ゾ 


を通巧ます 


酢 . 

孤鶴 . . …… 

• >«•■■<<，••♦一" f ， iiH 

. . . ..一 ••寸ホけ Q 

知 •ぃ ，•••パ . •••，•••，ぃ 

. かさじ1 


( にん b 〜 . ビ日旨 

ご!ま j . . . . . 3已居 

aj :产、、 j f ■，♦««•♦♦♦<*♦♦ ♦♦♦•<*! •♦•(•寺** •奔♦♦♦寺♦•奔 S 

をしいたけ•’ 

ちくわ . . . ...一…本 

f だし汁 •♦♦♦•♦♦••ぃ••■•••♦，■■♦■ぃ♦ぃ ..120 m し 

砂糖 .*. ..太をじ呂 

巧 〇しぶラゆ . 大;をじ 1 

みりん(または酒) . 大さじ！ 

巧 . …呂個 

3 みりん . ルさじ1 

.塩 . が A 

がレン〕ン•紀しようび . 適宜 

えび•いか•さやるんどラ(ゆでる) . 適直 











































































































































































































お手入れ 


•巧旗•な湿のあと、毎回お手入れしてくだをい。 

•必ず差这みブラグを巧を、本体•なべが巧めてか5巧つてくだをい。 

•シンナー•ベンジン•みがをお•たねし類（ナイ□ン•金属製など)•漂白剤などを使わないでくだをし、。 
•食器菊い乾燥儀•食器乾漂器を使用しないでくだをい。(巧•を形•ををの原因になりまず。） 

•技手; Ml 後は、內ぶたセツト•雜義フィルター•霖気ロセツト•しゃもじ受けを皮しく巧りつけてくだをい。 


固く絞った柔5かし >巧でぶく 
•化学ぞラさんを使ラとをは、強くぶいた0 
長い時間轴れさせないでください。 

プッシュポタン- 

フ ッシュ ボタンの周囲にご飯粒や に 
米粒などの異物び詰まっている / し- 

とき肤竹ぐしなどで必ず取り除く 杉 i 
•かぶたび開かな<なることび 
ぁりまず。 Y 

操作部- A 

乾いた柔らかし佈でぶく 
臟口体体底部)- 


^-蒸気□セッ 




蒸気ロセット取りつけ部 

蒸気□セットを上に引いてはずし、 
本体部かを固く絞った柔らかい巧 
でのく 


差込みプラグ 

乾いた柔らひい巧でぶ、< 

.コ ー ド 

乾レた柔らかレ巧でふ< 


本な:底部の!®巧□を掃おなで掃掠してください。（巧に一廣障風 

ほこりなどび付趕したままでご巧用になりますと、本が内部の 
滿度び異巧に上がり、故巧の原因になります。 W 5 


奇体鹿部苗 


ぶ爲口 



巧ぶた*セット•巧ぶたセットはご使用數巧また I わ材こちしスポンジで洗し、、か分をよくみき巧ってくださし、 

巧が煩!つたま就適したり、また！ K が巧!つ* a 巧と奔を < 塞'色した D 、 さびの原圆こなります。 
•巧解しなし巧ください。巧障の原因になります。 夕 i 了卜 

フイルターへースー- \ む f 巧側についたおね 

巧ぶたとの間にご飯粗や米粒などの異物が \ / 巧< がったをらかし、 

詰まつているときは、竹ぐしなどで取り除く / ぶさ巧る 

雑穀フイルタ- V 燃機欄 f ■ザ'がが / •巧 n が崇ったま; 

いるときは、竹ぐしなどで取り齡 WW / にな日まず。 

•ご使用後は毎固取りはずして 一---/ •がぶたをしっか c 

ぉ手入れしてく描ぃ。 取ってくださし、 

巧 S 茲為品品 f 用!^織黛斋 
徽蟲 SSI す真讚説織 

①踊り除ぃてくだをぃ。 1し巧ときは、巧くし。 

•巧ぶたパツキンは取りはずせません。 ス /I 一が*>•がぶわ mi 


安全弁 - - 

ご飯粒や米粒などの異物び詰まって 
いるとさは、巧ぐしなどで坂り除< 
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蒸気ロケース•蒸気□キザップ•蒸気□パッキンは氷で流し洗いずる 

男^□セツトの分醉忍迪 


1.蒸気ロケースの指かかり部 2•蒸気ロケ™スを斜め 

を押しなび6(®)上方向 上方向 (®) にはずず 

に開く (⑤） 


蒸気□ヶース4風卢 
指かみり部を^^^ 


蒸気□ヶース 
蒸気□キヤッフ I 


3•蒸気□パッキン 
をはずず 


蒸気□パツキン 



ここからはずす 


aes ロセットの組みなて方法 


1.蒸気□パッキンの凸部と蒸気□キャップの 
切り夕き部を合わせて取りつける 


蒸気□パツキン 


凸部六 



2蒸気□キャップの受け部 (2 力所) 
に蒸気□ケース⑩軸部 (2 力兩) 
を差し込み、指かかり部がカチッと 
し、うまで確実に閱跋る 


得 


切0夕さ部 


蒸気ロキャップ 


巧気ロパジキジのセツトが巧 

お気ロパツキン 

蒸気□キヤツフ 

^一一 Ifif/ 蒸気□パッキン 

蒸気ロキャップ 


おかかり部 軸部 


受け部 


蒸気ロキヤッフ 
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おす入れ 3： 话 



巧ぶたとつ手を片手でささえなびら(①)、巧ぶたセット止め具を巧し上げて(⑤)はずす 


内ぶたセツト止め具 


•巧ぶたセツト止め具を押し上ばずに 
巧ぶたとつ手を持って弓 I つおらなしで 
<ださい。 

(巧ぶたセットまたはかぶたのぶ障の 
原因になります。） 


巧ぶたセツト①ツメ (2 力所)をかぶたのツメ差込み部に合わせて巧ぶたセツト止め具び 
カチッと音びするまで押し込む 


•巧。。するとをはがぶた^ 5ッキンを巧ぶたセツトでミ i つかけないでくださし、。 
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故障かなとおつたとを 


修理のお問い合わせまえに、一■度お謂べ <ださい。 


ご頭が、かたい 

やね6かい 


ご巧び、ひどく焦げる 


巧巧中にふをこぼれる 


炊飯でさない 
キー操作でをない 


巧 

巧 


巧飯•保温中に音が 
ずる 


がぷたと本な:の間か S 
慕気がをれる 


♦赵勇ぺけ度:洁< こと 


•お好みで、水の量を水位目盛より1〜 2 mm 加減してください。 

•傾しすご廣雨で水加減をずると、水量が多くなったり、みなくなったりして、ご飯りかた 
さげかわ0ます。 

•銘柄雇地•保存期間就米せ米)などにより、こ领のかたさびかわります。 

♦ 室温•水温などにより、ご飯のかたさびかわりまず。 

•タイマーず約炊飯をずるとご飯がやわらかくなることびありまず。 

• 「エコ炊飯’「白米急勘で炊飯をすると、ごおびべたつしすこり、かたくなることびあり 
まず。イ 白米 ぶつう H 熟成な を] をお試しくだをい。 

• なべが変おしていませんか？ 

• 白米を「無洗米専用」計量カップで炊飯していませんか？ 

•欢を上びったご飯をよくほぐしましたか？- 巧き上びつたご巧をよくほぐしてくだをし、。 

•なべの底やサイドセンサーにご飯粒や米粒などの異物がついてし'!ませんか？ 

• 洗米び不十分で、めかび残っていませんか？ 

♦ なべがをおしていませんか？ 

♦おかゆを炊くとさにおかゆ政かのメニューで炊いていませんび？ 

♦蒸気ロセットをつけ忘れていませんか？ 

♦洗米が不十分で、めかび残っていませんか？ 

♦ なべがををしていませんか？ 

♦ メニューや水:加減を聞层えていませんか？ - P .14 

•差込みプラグをコンたントに患し込みましたか？ 

•表示部に 「 ECn 」、「巨02」など表ホしていませんか？ 一 ►P ぶ日 
♦なべび入っていますか？ ■- なべを入れてくだをい。 

•低め保温ランブ•巧め保湿ランプび点巧していませんか？ 

- r とりけし」キーを巧してか S 再度け汹 S / 再加な J キー巧巧してください。_ 

♦ r ジー」音は、マイコンが火力弱節をしている音でず。 

*「ブーン」留ま、内部の熱をがに化すために、フアンび回っている音でず。 

• 「ブー」音は、炊飯中に圧力を調整している音です。 

♦ r カチヤ」音は、峽飯中に圧力を制御する装置び動く音です。 

♦ 口□ゴ□」音は、炊お中に圧力調整装置のポールび動さ、圧力を調整する音です。 
♦炊飯び終了したとを、圧力び抜けるため r シュー J と音びする場合びあ0ます。 

♦ r ピー」音は圧力調整装置やまを弁び話まったことをお巧5せずる音でず。 

圧力を逃がすときに発生ずる笛のよラな音で大きな音び出る場合びあります。 
目詰まりによりなベ巧の圧力が異常に高くなる巧れぴちりますので、 r とりけし J 
キ^を1砂な上巧して巧巧をお了して<ださい。 

r 圧力 j 表承が?* 1 えたあとで、 巧ぶたセットおよぴかぶたをお手入れしてください。 

♦巧ぶたセット…落としたりして変形していたり、巧ぶたパッキンび切れてしぶい 
かを調ぺて < ださい。 

巧ぶたパッキンび汚れていませんか？ 

-►巧れている 場合は おを入れを してくだをい。 

♦圧力調整装置…中に入っているボールび動<かを調べて<ださい。 

•安全弁…巧げ詰まっていないか、異物びかみこんでし)ないかを調べてください。 
♦がぶたパッキンを巧ぶたセットで引っかけていませんか？ 

再度つけ直してくだをい。 

•雑穀フィルター…巧び詰まっていないか、異物げかみこんでいなし佩を調べて 
ください。^ 巧れている場合はお手入れをしてください。 


あ。たか再加撫巧 
でをない 


►- •おめ保温•高め保温を取り消していませんか？ - FU 7 


2資 


巧巧 


巧湿中、ご胁!におう 


保通中、 

ご巧がにおう•巧色¬ 
ななずる 


鱗や、 

ご历がにおラ 
ベちやつく 


r ほめ巧を J がでまない 


縣綱時巧ま示 
しない 


モ約をずると 
ずぐにか巧がはじまる 


モ約した巧 
時巧に巧け 


た巧を上がり 
巧けない 


モ約でをない 


♦お歲ぺ U を溶<こと 

• しやちじを入れたまま保温していませんか？ 

• 冷めた ご飯をあたため直していませんか？ 

• 炊き上びったご叛をよくほぐしましたか？ 

を上げったご巧をよくほぐしてくだをい。 

♦ 洗米び不十分で、めかび残っていませんか？ 

•炊きこみご飯を炊し、たあとは、においび殘ることびありまず。 

一巧み0になべを统ってください。一 P . 含4 
•なべの中でご飯を保存する場合に、保温機能を使わずにそのまま放置していませんか？ 
巧温樣能を使わずにそのまま放置するとし、やなにおしの原因になります。一 P •呂 
* 吕4時間む上の保ミ届をしていませんか？ 

♦が量のご飯を保温していませんか？ 

♦ 12時間切上の r 高め保温」をしていませんか？ 

♦米やかの種類により、のを上びり後のご飯び黄色くみえることがありまず。 

♦炊敵•巧溫のあと每固お手入れをしていますか？ 

■-お手入れ不足、季節や住巧境によるま温、がぶたの蘭閉、米の種類、绽米方まなど 
により、雜畐び繁殖しやすくなり、いやなにおいが免生ずる罵合があ。まず。 
においびなになる場合は、 p .22 r 巧俩のお手入れ诸巧ごたを、戸.1色 r 裔め巧温诏 
お使いいただぐと効果的でず。 

• 「低め保湿」を受けつけないメニユーを選んでいませんか？ 一 P .1 良 
♦保温経過時間び1呂時間経過していませんか？ 

^保温巧遇時同び1吕時間経おずると r ほめ保温 J 巧受けつけません。 

♦をめたご叛を保温していませんか？ 

一なベの通巧がほいと r ほめ保狂!を受けつけません。 


’現巧時刻を表巧していませんか？ 

一 r 時巧さわせ J キー巧巧して表示を切りかえてくだをレ、 


巧居 r お巧 S 抽お照 


♦現在時刻は合つていますか？ 

^ 一時 It は呂4時巧表示でず。もラー度、陌べ直しでくだをい。 

^ ♦タイマー予約巧飯のおずすめ時間未満に設定した場合は、ずぐに炊飯げ 
はじまります。 

♦現在時刻は合っていまずか？ 

心 一時 It は呂4時聞表をでず。をう一ち、巧べ直してくだをい。 

r •室温またはか遍ぴ低いときや電圧•水加減などにより、炊き上びり時刻に 
炊き上び!5ない場合がありまず。 

♦ 予約操作の最後に r 炊飯/再:加熱]キ…を碑しましたか？ 

W 一 r 巧巧/再加無 J キーを巧をないと、タイマーモ飾ま壳了しまはん。 

> ♦「7:00」が点滅していませんか？ 

1 一房を j 含わせをしないと予約を黄けつけません。一 P .9 




售巧げ k . 

おこった日 ^ 

i 

差这みブラグから ^ 

バチッと义轮 ㈱ H ぶ 資 

がぶたの内俩や巧ぶを I 
セットにをびのよラな ► 
ををい汚れげつく I 


•ご飯を炊きなび5、電気ポットで湯をわかしたり、電子レンジをお使し M こなると 
定格電流を超えてブレーカーが下りることびあります。 

■►巧巧ジャーは単独のコンセントでお使い<ださい。ブレ^力^をを帰をせたとき、 
_傳電時間びの分ま满なら猎続しておきはじめまず。_ 

•差化みフラグを抜き差しするときにかさな火巧が出ることがあ日まず。 

これは! H 炊叛ジが一■特有のをので故睛ではあ0ません。 

♦ おねばなどのちれが付着している場合がありますのでお手入れをして<ださい。 

-^ P .22 
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sate — 

巧巧 


•彭謂ぺ L が£度< こと 


ESI £Ge EOl 


>故唐でず。 

一お買い上ばのお売店またはち社のおま巧ご相談窓口までご連をく 
だをい。 


EOS 


>異常な電圧が入った場を、故障お止のために動作を停止します。 

ーコンセントの是括電圧をおかめて、正しい«圧または別のコンセ 
ントをお使い < ださい。 


HOt HSe 


♦戌たセンサーまたはサイドセンサーび高温になっています。 

一 r とりけし!キーを巧し、巧ぶたを P 翔ブ 5 C 巧が L ピ^ましてください。 

(やけどにごを意ください。） 

■-早くをましたし傅合 - P.12 


H が 


なぺの入れ忘れでず。■-なべを確実に人れて <ださい。 


表おが消えた 
广 7.. G ご^び点がずる 


I 巧蔵の U チウム電池び切れていまず。 

差込みフラグを巧 < と表をや記憶(現在時刻•メニュー•巧湿が態)は 
消えまずび、差込みフラグを塞し込み、時刻を合わせ直すと通常[どお0 
使えまず。 

?.•ご,ク点滅のまま炊飯を巧う <1:、炊敵中に現在時刻は表示されません。 

一 P. り 

取りかえ6れる場合は、お貝い上げの販売店またはが社のお客様 
ご相談窓口にご依巧ください。有料で電池をお取りかえしすこしまず。 


び点巧ずる 


>圧力びかかったまま炊玻び停止しています。 

圧力表をが消えるまでお待ちください。(約5分〜10分） 
点おしている間キーは受けつけません。 


こんなま巧をしたとを 


表をげ 
おかしくなる 


•差込みフラグをいったん巧いて、をう一度差し込んでください。 

一口: 00 J が点致しますので、時巧ををわせ直してくだをい。 


• ご使用中、コード•是込みフラグが異常に熱く 
なる 

I 焦げ < さいにおいびする 
I 製品の…部に割れ•びたつを•ゆるみびある 
I 炊飯中、底部のフアンげ回つていない 
I その他の異常や巧障びある 


長年ご使用の圧力 iH 炊飯ジザ ー© 点横を 


こんな症状のとをは、故障や事故 
の防止のため、必ず販売店に点横 
(有料)をご相談ください。 


1 • 巧記書の巧容のご確認と保舊の勒頃い 

がず[破売店印およびお買い上げ日」をご確認のうえ、お買い 
上げの販壳店から到ブ取り、内容をよくお読みのうえ、大切に 
な管して< ださし、 


屏 


2. 保 rai 园は、お賈い上げ曰ぶ01年閨 


3. ち理を径瀬をれると帯 

«巧扭巧間や》 

裝品に巧証書を添えて、お買い上げの販売店にご持参くだ 
さい。保証書の記載的容に基づを修理いたしまず。 

<巧な巧間を径遇しているとさ文 

修理ずれば使用できる製品は、ご要暨こより有粉修理いた 

します。 


願歲類保萄鷄飄ま*製造 
巧ち類り後 6年闇 

お性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な 
部品です。 

5. 猿運料をの社箱を 

修理料盛は、技術料，部蟲代•出張料などで構成されています。 
惯術料 J 肤診断•故障箇所の修理および部爾交換•調整 
修理完了時の点横などの作業にかかる費用です。 
r 部思巧]は、修理に使用した部蟲および補助材料代です。 
r 出張料 j は、製晶のある攝所へ技術者を派遣する攝合•の 
費用です。 

■お客様ご曽身での巧理、分！挥やは龍规こしないで 
<ださい。 


お客様ご相談窓口 


修理•お取り扱い•消耗品や部品ご購入などのご 
巧微ホ、まずお頁し)上げの販売闻こお問い合わせ 
くだをい。 

ご転居やご贈答品などでお西りの場合は、巧なの 
窓口 r お客様ご相敦センター」にお問い合わせ 
<ださい。 

所在地•電話番号などは変更になることびあり 
ますので、お5かじめご了承 < ださい。 


.ジのご 


部湿‘消耗品•別売品のご購入き用ぺージ 

http://www.zoiirushi-dB-shopping.com/ 


お客様ご相談センター 

SS 0570-011874 

TS 555: 市巧ほ話巧をでご利用いただけまず 
受付時間9:00〜17:00巧喔白〜金お目(祝日•巧なが業呂を除く） 
•巧巧运話 ’ PHS’IP 爾話などけビダイヤルが利巧でをない電話） 

でのお問い合わせ . Tel (06)己3已已-24己1 

• ファクシミリでのお巧し、合わせ • -Fax (0 己)邑3已日-白143 
製品の r 型名•お問い合わせ內執と、 お客様の「お名前•ご住所. 

ち 話番号 -Fax 番号_!をご旨队のうえ、お問い合わせください。 

〒已 30-0043 大お市:!幡天满 1 T 团9蚕9巧 

__ V 

お客様か5ご巧巧いただく「お名前•ご住所•電話番号など」は、製品の 
アフターサービスおよびその後のま全点検を動のために利巧させて 
し、ただく場合びございまずのでご了承願いまず。 


フターサービス 


fi 夏雲せんか 

口 



































仕 


ェご巧飯 


NP-HP10 






屋巧を 

白米急速 

炊をこみ 

ずしめし 

おこわ 

おかゆ 

おが 

觸米 






mm 


織をが _ 

哩 源 

^ 巧！！ _ * 

巧 飯 方な 

コー ドの 辰 さ 
がお寸巧（約 C m ) 

m _ S 

愚大炊 飯容互 

m ^^ 

お 発 水 S 

年閣消資 電力量 
1回当た0の炊飯時消費 里力量 
1時間当たりの保湿時消費 巧 力ま 
1睽間当たりのタイマ…ず約時消を 涅力置 
1時間当たりの待磯時消费電力 S 


0.09〜1.0 _ 
0.白9〜曰,資4 
0.09-1.0 
O.Q9-0.94 
0.09-1,0 
0.09 —0.94 
0.09-1.0 
Q. 日9〜0.94 
日.09〜0.72 
0.09-0.68 
日.0日〜1。 
0.09-0.94 
0.1目〜 0.72 
0.! 7〜曰 .6 扫 
0.09-0.27 
0.09-0.26 
0.1 扫〜0.7呂 
日.09〜0.72 
0-09 〜 0-6 扫 
日.09〜0.72 


[0.5 〜 5.5] 
[白.呂〜呂.呂3 
[0 .日〜日.己] 
廣.邑…も芭] 
[日.5〜己讶 
拟.良〜良•后] 
[0. 邑…邑.百] 
[0.5~5.5] 
[0.5-4] 
[0.5-4] 

[0 .己〜己万] 
!；0於巨. 5] 
り〜 4] 
り〜 4] 
[0.5 〜 1.5] 
[旺5〜1.田 
。〜 4] 
の方〜 4] 
町百〜 4] 
[0.5-4] 


_ NP-HFn 目 

0.18〜 1.8 — [1-101 
0.17-1.71 り〜 10] 

0.18-1.8 [1 〜1功 

日.17〜1.71_り〜101 
打1日〜 1.8 り〜 10] 

ai7 〜 1.71 り〜 10] 

0.1 日〜 1.8 [1 — 10] 
0.17〜り〜 10] 
0.3 己〜1.0目 [2 〜切 

旺34〜1.03 [呂〜坊 

0.1 日〜 1.8 [1 〜 10] 

0.17〜 1.71 叩〜 10] 
0.36〜 1.08 r2~6] 

0.34-1.03 [呂〜 6] 

0.09〜 0.4 己 [0 .己〜呂 .5] 
0.09〜0.43の占〜2讶 


巧統 100V 50/60HZ 
1230W 


0.36-1.44 
0.3 日〜1.08 
0.34-1.03 
扛36〜 1.44 
巧茄10日V 面 
1350 W 


[2 〜 8] 
[2 〜 6] 
[2 〜扫]- 
[ 2-83 
已 0/60HZ 


圧力 IH (誘嚇日熱)方武 
1.0m(〕ー ドリールつき） 


幅2已X巧巧3曰X巧さ20 
約4.7お 
1.0L 

曰 

已.日 g 

72.8kWh/ 年 
138Wh 
14.1Wh 
1 .09Wh 


幅 27 .己 X 巧行 39 .曰 X ちを吕 3 .己 
約己. 5k 良 
1.8L 
□ 

日. 7g 

1 14.1 kWh/ 年 
1曰吕 Wh 
19.日 Wh 
1。白 Wh 
0.9己 Wh 


1 時間当た D の待な時消 貧 車力* i 0.9 已 Wh i 0.9 己 Wh I 

•特定做域(高し化•厳寒删におし va ま、所定の性能が確保で巧なしにとびあります。こうした場所での巧巧はなるべくおさけください。 

•この製患は、呂 本国 巧交流 10 0V 専用に設計され ています。唐 お 亀 圧 や呈お周波数の異なる外国では使用でをません。 

また、アフターサービスち でを ません。 

This appliance was designed for use in Japan only where the ioca! voitaae supply is AC100V and should not be used in other 
countries where the voltage and frequency vary. After sales-service for this appliance is not available outside of Japan. 

化产晶只お对モ曰本国巧专用交流を匹 100V 巧没 i 十。由モを国巧使用电压或を致旁(率 不同， 请巧使用モ其をあ芭， 

其巧无法が此提供售を维ちお务。 

此產晶を街■對日本国巧卓巧を流ち壓 100V 巧 巧 計。まがを 田 巧使巧 SJS 或 電巧頻 を不同-まな於其他地坦巧巧 • 

男がおま動此提供を後 お修巧務 • 

ち巧 i ささ智さち m な吾10 0V 召客〇ち導对ちなフ i 刈召过0!14召 S 手巧羊フトな0!をちち帥 W を A 卜客を令巧を 41^. 

A/S をを畳フ1■岩を|-1こ卜. 

•室温23で、水温(炊旗前) 吕 3で、炊飯水星のし は 日 40 g 、1. 亂は 7 呂 Og 、 炊飯米星 1.0 L は4日〇邑、1.目し は 日0日呂、咽当たりのが巧時消 ま 電力呈 
は r エコ燃飯」メニューでの軍力 S でず。1時間当た0の保温時消費ち力《は r 低め保温」でのち力ちでず。 

•実踪にお使いになるときの消黃電力 虽 ま、使用頻度、使用時邸お米の 里、 ご使巧のメニュー、周囲の温度などによって ま 化しまずので、 
あくまでも目やずとしてご黄ください。 

•年間消費電力量は省エネが特定磯器博気ジヤー喊飯器 J ①測定方法による数値です。（区分をも同るに基づし)てし巧ず。） 

•蒸発水童は個当たりの炊飯時に炊厳器捷ながへ放出した水の資量であり、省エネをの目標基準値を宮出するために巧いる数値です。 
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